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2022年3月期　中間報告書
2021年4月1日～2021年 9月30日

TSS Report
株式会社東邦システムサイエンス

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日までの1年
定 時 株 主 総 会 毎年6月中
定時株主総会の基準日 毎年3月31日
期末配当金受領株主確定日
中間配当金受領株主確定日

毎年3月31日
毎年9月30日

株主名簿管理人および
特 別 口 座 管 理 機 関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

同 事 務 取 扱 場 所 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社証券代行部

郵 便 物 送 付 先

〒168-0063
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社証券代行部
（電話照会先）
電話　0120-782-031(フリーダイヤル）

公 告 方 法

電子公告
ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子
公告による公告をすることができない場合の公告
方法は、日本経済新聞に掲載する方法といたします。
当社の公告はホームページに掲載いたします。
https://www.tss.co.jp/tabid/67/Default.aspx

単 元 株 式 数 100株

株主メモ

株式の状況
発行済株式総数 13,865,992株
株主数 6,015名

会社概要（2021年9月30日現在）

会社名 株式会社東邦システムサイエンス

設立 1971年6月

資本金 5億2,658万円

事業内容 ソフトウェア開発及び情報システムサービス等

社員数 568名

本社 東京都文京区小石川一丁目12番14号

大株主の状況
 株主名 持株数（株） 持株比率（%）

光通信株式会社 1,151,300 9.51
株式会社ＵＨ Ｐａｒｔｎｅｒｓ ３ 1,149,800 9.50
東邦システムサイエンス従業員持株会 1,079,462 8.92
株式会社ＵＨ Ｐａｒｔｎｅｒｓ ２ 779,500 6.44
日本ユニシス株式会社 585,000 4.83
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 532,300 4.40
渡邉　一彦 460,180 3.80
篠原　誠司 400,140 3.31
株式会社野村総合研究所 245,400 2.03
富士通Ｊａｐａｎ株式会社 234,000 1.93

所有者別株式分布状況

12.69%

48.33%

31.23%

5.84%

810,300 株金融機関 
その他国内法人
個人・その他

4,330,691 株
6,701,424 株

150,851 株外国法人等
1,759,375 株自己名義株式

113,351 株証券会社

0.82%

1.09%

毎年９月30日現在の当社の株主名簿に記載または記録
された2単元（200株）以上を保有していただいている株
主様に贈呈。

Challenge Unlimited
Possibilities

内容
2単元（200株）以上を保有してい
ただいている株主様に一律、クオ
カード1,000円分を年1回贈呈い
たします。

送付時期
毎年12月上旬予定

株主優待制度のお知らせ

当社の企業ニュースや最新のお知らせなどの
IR情報をメールにてお知らせいたします。

当社サイトのIRライブラリにて、決算説明会の
動画を公開しております。

IRメール配信のご登録をお願いします

四半期ごとの決算説明動画公開
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業績ハイライト

当第2四半期累計期間における日本経済は、新型コロナウイルス感染
症の影響により依然として厳しい状況が続きました。足元では、感染対策
の徹底やワクチン接種の促進により感染拡大が収束に向かっていること、
更には海外経済の回復や各種政策の効果により、景気の持ち直しが期待
されているものの、先行きは引き続き不透明な状況にあります。
このような環境の下、当社は売上面では、リアルとネットの融合によ

るハイブリッドな営業活動を展開し、活況なDX対応案件及び大型基幹系
システム刷新案件の継続受注に努めました。利益面においては、在宅勤務
による事業の継続性を確保すると共に、自社内への持ち帰り開発の推進
による人的リソースの適正化を図りました。また、プロジェクト革新室を
中心に受注案件の仕損防止を徹底し生産効率を高めてまいりました。
これらの結果、売上高は6,916百万円(前年同期比23.0%増)、営業利

益は686百万円(同64.9%増)、経常利益は690百万円(同63.6%増)、四
半期純利益は474百万円(同64.2%増)となりました。

第2四半期業績について

当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営上の重要な事項と認識し、
安定的な配当の維持及び業績に見合った適正な利益還元を行うことを基
本方針としております。
この方針に基づき、2022年3月期の中間配当につきましては、1株当

たり5円増配し、普通配当1株につき15円00銭といたしました。また、年
間配当は期末配当の1株当たり15円(予想)と合わせ、1株当たり30円の
予定となります。

中間配当について
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( 前年同期比15.8%増 )非金融業1,694百万円 ( 前年同期比57.1%増 )

情報システムサービス120百万円
( 前年同期比12.0% 減）

第2四半期 通期

その他非金融

( 前年同期比65.5%増 )
売上高812百万円

医療福祉系業務システムの大規模テーマ開発

通信

( 前年同期比50.1%増 )
売上高882百万円

通信系業務システムのDX案件

その他金融

( 前年同期比13.1%増 )
売上高257百万円

カード・クレジット系システム構築
損害保険

( 前年同期比5.9%増 )
売上高1,751百万円

大手基幹系システムの統合に伴う移行開発

生命保険

( 前年同期比5.0%増 )
売上高1,321百万円

基幹系システム刷新、フロント系システム開発

証券

( 前年同期比6.5%増 )
売上高833百万円

フィンテック関連案件の拡大

銀行

( 前年同期比94.6%増 )
売上高936百万円

制度変更対応及び保守領域の拡大

413

　株主の皆様には、平素より格別のご支
援を賜り厚く御礼申し上げます。
　当社は 2021 年 6 月に創立 50 周年
を迎えることができました。私たちは情
報化社会の一翼を担う企業として生命保
険・損害保険・証券・銀行など金融機関
のシステムを基軸に通信・公共といった
社会インフラを支えるシステムにも範囲
を広げ、事業を拡大してまいりました。
これもひとえに平素より皆様の温かいご
支援と関係各位の格別のご高配の賜物と心より御礼申し上げます。
　当社は、更なる成長に向け、お客様が求める価値を共に創造し実現す
ることに加え、その先にある社会課題の解決を図り、持続可能な未来社
会を創ることを目指してまいります。
　株主の皆様におかれましては、今後とも変わらぬご理解とご支援を賜
りますよう、心よりお願い申し上げます。

株主の皆様へ

代表取締役社長執行役員

小坂　友康
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